
テロの未然防止には皆様の協力が不可欠です
「何かおかしい」「いつもと違う」

と思ったら迷わず最寄りの警察署（警備課）に通報してください。
※ 緊急のときは、110番通報をお願いします。
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【発生件数】（平成28年から令和３年まで）

駐車場

約49％

中高層住宅

約13%

会社・事務所

約12％

戸建住宅

約11％

道路上

約7％

その他

約5％

商店等

約3％

【発生場所】

キーをつけたままの被害

約17％

駐車場内での発生
（会社・事務所含む）

約61％

海外における車両を用いたテロ事例

■ ドイツ・ベルリン（平成28年12月）
犯行前に大型トラックを奪い、クリスマスマーケットに突入。
12人死亡、約50人が負傷。

■ スウェーデン・ストックホルム（平成29年４月）
犯行前に大型トラックを盗み、直近の繁華街を通り、ショッピングセンターに突入。
５人死亡、約15人が負傷。

■ 英国・ロンドン（平成29年６月）
犯行前にレンタカー（バン型）を借り、歩行者を轢過後、降車し刃物で襲撃。
８人死亡、48人が負傷。

☑ 会社・事務所内での鍵の管理をしっかりと（リレーアタック対策等）
※ リレーアタックとは、自動車のスマートキーから出ている微弱電波を特殊な機器で受信・増幅して、車両のロックを解除し、 エンジンを始動する盗難手口です。

☑ 車両に盗難防止機器を取り付ける（警報・通報装置、ハンドル固定措置等）

☑ 短時間でも車両から離れる時は「窓を閉める」「キーを抜く」「ドアロック」

☑ 貴重品を車内に放置しない

☑ 駐車場を整備する（フェンスやゲート、照明設備、防犯カメラの設置等）

車両を使用した の脅威
～テロ等に使用されるおそれのある車両の盗難防止対策のお願い～

■ 東京都内における自動車の盗難は、年々減少傾向にありました。
しかし、令和３年中は191件（前年96件）と前年と比べて約２倍の盗難被害が発生しました。

■ 海外では、過去に国際テロ組織による過激思想の影響を受けた者が、レンタル車両や盗難車両を
用いて繁華街や人混みに突入し、多数の人を死傷させる「テロ」が発生しています。

東京都内の自動車盗発生状況 警視庁ホームページより

車両盗難防止対策ポイント

警 視 庁 テ ロ 総 合 対 策 本 部


